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線維のためのダイレクトファーストスカーレット（DFS）
染色，チオフラビンT染色およびコンゴーレッド染色に
いずれも陽性を示した。このアミロイドは過マンガン酸
カリによる消化に感受性で，コンゴーレッドによる染色
性が消失したため，AAアミロイドであることが示唆さ
れた。肝臓では，ディッセ腔に好酸性硝子様物質が重度
に沈着し，肝細胞を圧迫，肝細胞索構造は不明瞭となっ
ていた。また，被膜も同様に肥厚し，単核細胞の浸潤を
伴っていた。脾臓では，一部血管壁に好酸性硝子様物質
が沈着していた。これらの好酸性硝子様物質でも同様に，
DFSおよびチオフラビンTによる陽性所見が観察された。
肺では肺胞内および細気管支内に漿液あるいは好中球，
頽廃物が滲出していた。
病原検索：有意な細菌は分離されなかった。
診断と討議：組織診断名は腎アミロイドーシス，疾病
診断名は全身性アミロイドーシスとされた。ヒトではア
ミロイドーシスの病型が全身性アミロイドーシスと限局
性アミロイドーシスに大別され，前者には免疫グロブリ
ン性，反応性，家族性，老人性，透析性が含まれる。い
っぽう，牛など家畜では反応性アミロイドーシスが多い
が，ほとんどの例で基礎疾患が不明である。
8． 牛のボウマン嚢内と尿細管内の出血を伴った非化膿
性間質性腎炎
提出者：藏薗光輝（鹿児島県）
病　歴：牛，黒毛和種，7ヶ月齢，去勢。黒毛和種繁
殖雌牛2頭を飼養する繁殖農家で，2002年7月23日に6ヶ
月齢の去勢牛1頭に血尿，微熱，白血球の増加がみられ
た。抗生剤，止血剤等を用いた治療を行ったが血尿症状
は改善されず，BUN，クレアチニンの著明な上昇がみ
られたため予後不良と判定し，8月6日に病性鑑定を行っ
た。
剖検所見：左右の腎臓はやや腫大，硬化し，腎表面に
限局性の小出血斑と白色結節が認められ，割面では実質
に放射状の出血があり，腎杯内部には血液凝固塊の充満
がみられた。
組織所見：腎臓（提出標本）では，皮質でび漫性に糸
球体の数が減少し，萎縮やメサンギウム細胞の増数によ
る大小不同がみられた。間質の肥厚を伴って多くの尿細
管は拡張し，管腔内に赤血球および好酸性蛋白様物質が
充満していた（写真8A）。同様物質の充満は髄質の集合
管でもみられた。また，皮質尿細管の一部には，萎縮や
上皮細胞に黄褐色色素の沈着があった。皮質の尿細管間
質には結合組織の増生がみられ，リンパ球の浸潤や細胞
質内に大型の好酸性異常顆粒を有する好酸球の集簇（写
真B）が認められる部位もあった。腎杯は赤血球の充
満・貯留により拡張していた。なお，グラム染色，PAS
反応，Warthin-Starry染色ではスピロヘータ様菌体およ
びその他の菌体は検出されなかった。脊髄では，硬膜内
血管周囲と硬膜下に好酸球および大型の異常顆粒を有す
る好酸球が多数認められた。肺では，肺胸膜および細気
管支周囲に好酸球および大型の異常顆粒を有する好酸球
のび慢性浸潤がみられた。
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写真７ 牛の腎アミロイドーシス：糸球体毛細血管
およびボウマン嚢壁に沈着する硝子様物質
（アミロイド）。H&E染色。Bar=100μm。
写真８ 牛のボウマン嚢内および尿細管の出血を伴
った非化膿性間質性腎炎：A；皮質にみら
れた糸球体の大小不同，間質における著明
なリンパ球浸潤と拡張した尿細管内におけ
る出血と好酸性蛋白様物質の充満。H&E
染色。Bar=500μm。B；皮質間質に浸潤
する大型異常顆粒を有する好酸球（矢頭）
と尿細管上皮細胞に沈着する色素（矢印）。
H&E染色。Bar=20μm。
病原検索：当該牛はChediak-Higashi症候群（CHS）
変異遺伝子をホモで保有していが，当該牛の父および母
の父には，バンド3欠損，第13因子欠損，クローディン
16欠損，モリブデン補酵素欠損等の遺伝子異常は認めら
れなかった。細菌学的検査では膀胱内尿からRalstonia
pickettii が分離された。
診断と討議：組織診断名および疾病診断名は，牛のボ
ウマン嚢内および尿細管内の出血を伴った非化膿性間質
性腎炎とされた。本症例の腎臓病変はCHS変異遺伝子保
有牛の特徴所見ではなく，別の遺伝的素因が関与する先
天性異常と考えられた。大型の好酸性異常顆粒を持つ好
酸球はCHS変異遺伝子の保有に関連するが，出血傾向な
ど臨床的な発症がみられないことからCHSとは確定でき
なかった。本遺伝子と腎臓の出血性病変との関係につい
ては不明であった。
9． 牛の悪性顆粒膜細胞腫
提出者：鎌田博志（宮崎県）
病　歴：牛，黒毛和種，3歳，雌。母牛12頭及び産子
9頭を飼養する黒毛和種繁殖農家で，2002年10月22日，
共済獣医師が当該牛の骨盤腔内に巨大腫瘤を触知した。
牛白血病抗体陽性が確認されたため，同病の疑いで鑑定
殺された。なお，該当牛は2002年8月23日に2産目の子牛
を分娩していた。
剖検所見：腹腔に57×46×25cm，重量約30kgで，手
拳大の結節の集合により成る巨大な腫瘤が認められた。
腫瘤は白色の被膜で覆われ，表面に隆起する大小の卵胞
様嚢胞が散在し，左子宮角と連絡していた。また，横隔
膜腹側面及び腸間膜に拇指頭大の腫瘤が散見された。腫
瘤割面は蜂の巣状を呈し，おおむね暗赤色あるいは白色
充実性で一部に出血，壊死がみられ，また淡黄色，赤色
内容液を容れた嚢胞もあった。
組織所見：腫瘤（提出標本）は結合組織に区画された
大小の胞巣状構造を形成していた。胞巣内には腫瘍細胞
がび漫性，充実性に増殖し，大小の嚢胞，出血，壊死が
散見され（写真9），嚢胞内の好酸性漿液様物質はPAS反
応陰性であった。間質の結合組織はわずかで，鍍銀法で
は細網線維が胞巣を取り囲んでいた。腫瘍細胞は明瞭な
核小体を1～3個有する不整な核を持ち，有糸分裂像が高
頻度に観察された。細胞質は淡染性，細胞境界は不明瞭
で，ごくまれにズダンB染色で脂質が検出される細胞が
認められた。また，腸間膜などに散見された腫瘤にも同
様の組織像が認められた。
病原検索：牛白血病ウイルス抗体は，ゲル内沈降反応
で陽性を示したが，白血球数，血液塗沫像に著変は認め
られなかった。細菌検査では有意菌は検出されなかった。
診断と討議：本例は 1）び漫性で肉腫様であり，分化
の進んだ良性型顆粒膜細胞腫でみられるグラーフ卵胞様
構造，ロゼット型のCall-Exner body形成あるいはセル
トリ細胞様細胞の出現が明瞭でなかったこと，2）腫瘍細
胞核が不整形で有糸分裂像が頻繁に認められること，3）
腹腔内への転移が認められたことから，悪性であるもの
と判断され，組織診断名，疾病診断名共に悪性顆粒膜細
胞腫とされた。
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写真９ 牛の悪性顆粒膜細胞腫：結合組織によって
区画された胞巣内で腫瘍細胞はび漫性，充
実性に増殖し，壊死巣および蛋白様物質を
容れた嚢胞の形成も認められた。H&E染
色。Bar=100μm。
